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「東大院生によるミニレクチャプログラム」配布資料 

(ロシア用) 

 

訓令 

目的：武力行使容認決議を採択させない。 

目標：アメリカが武力行使容認決議案を提出しないよう説得する。 

注意点：シリアに関する地政学的利益やアサド政権との戦略的つながりなどの私的な利益

があるため介入に反対するといったようなことは、安保理の場では述べてはならない。 
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